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はじめに ～「放課後まなび教室実践事例集（平成 29 年 3 月版）」発刊に当たって～ 

「地域の子どもは地域で育む」「まちづくりは人づくりから」という伝統が脈々と息づ

くまち京都。たくさんの地域の方々に見守られ，子どもたちは，日々すくすくと成長し

ています。

そのような中，実行委員会の皆様をはじめ，約 2,000 名のボランティアによるスタッ
フの皆様の御協力の下，全ての小学校で実施している「放課後まなび教室」は，平成 19
年に 50校で取組を開始してから 10年という年月が経過し，各教室の創意工夫溢れる取
組により，子どもの自学自習の場，安心・安全な居場所として着実に定着してまいりま

した。

 参加した子どもたちからは，「友達が増えてうれしい」「地域や大人の人と話をするこ

とが増えて楽しい」といった声が多く聞かれ，保護者からは，「子どもたちの人間関係の

幅が広がった」「家庭ではできない遊びや体験ができ，参加させて良かった」という声が

たくさん寄せられています。同時に，スタッフの方々からは，「毎回，子どもたちから元

気をもらっている」「地域で子どもたちから挨拶されるようになった」などという声もお

伺いし，この事業が，京都の良さである子どもたちの健やかな成長を地域全体で支え，

共に高め合う取組として，ますます充実してきていることを実感しています。

 一方，取組が定着してきたことの裏返しでもありますが，年々登録児童，参加児童が

増加し（平成 29 年 1 月末時点で，21.3%の登録率。）スタッフの確保と同時に教室の確
保が困難になっている等の声もお伺いしております。これは，児童館等で実施されてい

る学童クラブと同様，共働き家庭等の増加に伴い，子育て支援という視点から，放課後

まなび教室に対する期待が非常に大きくなってきているとも言えます。本市としても，

学校，実行委員会との連携の下，しっかりと情報共有を進め，各校の状況に応じた支援

を丁寧に進めていく決意です。

 さて，この度，放課後まなび教室を運営いただいている，あるいは今後新たに運営さ

れることとなられる実行委員会・スタッフの方々に，少しでもお役に立てばという思い

から，「放課後まなび教室実践事例集」（平成 29年 3月版）を発刊しました。平成 21年
度に発行した冊子のリニューアル版として編集しておりますので，各校の放課後まなび

教室に常備していただき，更なる取組の充実のために活用いただければ幸いです。

 最後に，本市では，子どもや青少年に関する施策を融合し，子育て支援施策を一元化

すること等を目的に，本年４月に「子ども若者はぐくみ局」を設置します。放課後まな

び教室の取組は，教育という分野にとどまらず，子育て支援，地域づくり，まちづくり

等，幅広い分野に関連する事業であることから，学童クラブなどの放課後対策事業と共

に同局が総合的に担い，関連事業の一層の連携を進め，放課後の子どもの居場所づくり

の取組を更に推進します。引き続き，放課後まなび教室コーディネーターを配置し，取

組を全面的に支援してまいりますので，放課後まなび教室への御理解，御協力をよろし

くお願いいたします。

平成２９年３月

京都市教育委員会



１ 放課後まなび教室 10 年の歩み 

 背景 

・ 子どもたちに関わる重大事件の続発等を踏まえ，国において，平成 16 年度から

緊急対策として放課後の子どもたちの居場所を提供する事業が開始される。

・ その後，「新しい少子化対策について」（平成 18 年６月少子化社会対策会議），「社

会総がかりで教育再生を」（平成 19 年１月教育再生会議第一次報告）等において，

少子化対策，地域の教育力の向上の観点から，放課後の子どもたちの居場所を提供

する事業の重要性が再認識され，全国で取組を推進するため，国において，平成 19

年度に「放課後子どもプラン」が策定される。

・ このような社会状況の下，本市の「放課後まなび教室」は，全国に先駆け，国の

「放課後子供教室」の京都市版としてスタート。

 取組経過 

年度 主な取組 

19 年度 放課後まなび教室を 50 小学校区に開設（対象４～６年生） 

20 年度 115 小学校区に拡大（新規 65 校） 

21 年度 179 小学校区に拡大（新規 64 校）⇒ 全学年に対象を拡大し，全小学校区で実施

22 年度 放課後ほっと広場（33 ページ参照）の取組開始 

23 年度 総合支援学校在籍児童も対象者として募集を開始 

放課後まなび教室推進感謝状贈呈式の開催（19 年度開設校） 

24 年度 学校敷地内・隣接児童館における放課後まなび教室登録児童の児童館直接

利用（自由来館機能）の取組を開始 

放課後まなび教室推進感謝状贈呈式の開催（20 年度開設校） 

25 年度 放課後まなび教室推進感謝状贈呈式の開催（21 年度開設校） 

28 年度 放課後まなび教室リーディング校（8ページ最終段落参照）の指定 

 文部科学大臣表彰（「地域学校協働活動」推進）

年 度 被表彰教室

22 年度* 安井小学校放課後まなび教室

23 年度  西陣中央小学校放課後まなび教室

24 年度 神川小学校放課後まなび教室

25 年度 久世西小学校放課後まなび教室

26 年度 紫野小学校放課後まなび教室

27 年度 竹の里小学校放課後まなび教室

28 年度 嵯峨小学校放課後まなび教室

    * 22 年度は文部科学省生涯学習局長表彰（文部科学大臣表彰は 23 年度から） 

放課後子どもプラン 

全ての子どもを対象とした「放課後子供教室」（文科省所管）と，昼間留守家庭児童等を対象

とした「放課後児童クラブ」（厚労省）を，全国的に実施・拡充し，共に連携した取組を推進す

ることを通して，子どもたちの放課後の安心安全な場を確保するという計画。

その後，平成 26年度に国において「放課後子ども総合プラン」（放課後子どもプランに数値

目標や年次計画を規定した新たな計画）が策定され，本市においては，「京都市未来こどもはぐ

くみプラン」（平成 27 年１月策定）の中に，その京都市版である「京都市放課後子ども総合プ

ラン」を位置付け取組を進めている。（計画期間 27年度～31年度）
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２ 放課後まなび教室の概要 

 趣旨 

   放課後等に小学校の余裕教室等を活用し，地域やＰＴＡ，学生等の参画を得て，

児童の自主的な学びの場としての学習機会を提供して学習の習慣付けや学力の定

着・向上を図るとともに，子どもたちの安心・安全な活動拠点（居場所）を設ける

ことにより，心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進することを目的として実

施する。

 事業概要 

＜事業概念図＞ 
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 実施状況 
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注 28年度の数値は，スタッフ数は 10月末現在，その他は 1月末現在。 
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 スタッフ研修会 

年度 概要 

20年度 支部別研修会・情報交換会

21年度 全体研修会 「特別な支援が必要な子どもたちへの関わり方」 

講師：京都光華女子大学教授 荘厳 舜哉 氏

22年度 全体研修会 「子どもの自立とやる気を育てるために」 

講師：京都文教大学教授・臨床心理士 井上 知子 氏

「障害のある子どもたちへの適切な関わり方・支援のあり方」

講師：京都市教育委員会 総合育成支援課副室長 中東 朋子

支部別研修会・情報交換会

23年度 全体研修会 「人との良いつながりを作るストレスマネジメント教育の理

論と実際～対人関係スキルの技法～」

      講師：鹿児島大学大学院教授・臨床心理士 松木 繁 氏

「子どもと読書」 

      講師：京都市総合教育センター指導主事 橋本 真千子

支部別研修会・情報交換会

24年度 全体研修会 「自ら学び 自ら拓く」

講師：京都市教育委員会 指導部長 柴原 弘志

「子どもの健やかな成長を願って」～教育相談の現場から見えてきたもの～

講師：京都教育大学教育支援センター教授 桶谷 守 氏

テーマ別研修会（７講座）

25年度 全体研修会 「どの子も必ず伸びる」

      講師：京都市教育委員会 教育企画監 荒瀬 克己

テーマ別研修会（７講座）

26年度 全体研修会 「発達障害のある児童生徒への具体的な関わり方」

講師：大阪大学名誉教授・大阪医科大学ＬＤセンター顧問 竹田契一氏

テーマ別研修会（７講座）

27年度 全体研修会 「子どもの心を育む関わり方」

      講師：前京都市教育委員長・京都大学名誉教授 藤原 勝紀 氏

テーマ別研修会（７講座）

28年度 全体研修会 「気になる子どもの理解と対応」

      講師：京都教育大学教授・附属特別支援学校校長 相澤 雅文 氏

テーマ別研修会（６講座）

 市教委作成教材（39 ページ参照）

  ・ 放課後まなび教室「計算問題集」（各学年別）（平成 23 年度～） 

・ 放課後まなび教室「ことばの学習」（平成 26 年度～） 

  ・ 京ことばカード（カルタ），国語プリント（「京ことばに親しもう」ほか）（平成27年度～） 

  ・ がんばりカード・干支のポイントカード（平成 28 年度～） 

 広報物 

  ・ 放課後まなび教室実践事例集（平成 19 年度版，20 年度版，21 年度版） 

  ・ 状況に応じた対応例（平成 23 年度版） 

  ・ 放課後まなび教室ニュース（平成 27 年度～）（41 ページ参照）
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３ 放課後まなび教室Ｑ＆Ａ 

この項目では，スタッフの方々の素朴な疑問や悩みに，できる限り簡潔にお応えしよ

うと，これまでの各教室の取組例を参考に，Ｑ＆Ａ方式で構成しました。

ただし，各教室の趣旨，目的，これまでの経過や子どもたちの状況などにより，様々

な対応が考えられますので，課題解決の一つの視点，工夫の一例，実践のポイントとし

て捉えていただき，スタッフ間及び関係者間で，課題意識や成果を共有していただけれ

ば幸いです。

※ 放課後まなび教室の事業概要等につきましては，下記のとおり，各実行委員会にＣＤで配布

している資料を御確認ください。 

手引き・マニュアルの名称 内容

放課後まなび教室実施の手引き 事業概要，組織・要員，事業の実施，安全管理，学

校との連携

放課後まなび教室会計事務の手引き 会計事務

放課後まなび教室事務マニュアル

～１年間の事務の流れ～

実施に当たり，必要な事務内容をまとめて簡略化し

たマニュアル
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 子どもへの対応編 

Ａ 参加カードは，スタッフが子どもの帰宅時間を確認したり，学習経過を記録した

り，激励などの声掛けをしたりするうえでとても大切なものです。そして，そのこ

とを，まずは保護者に丁寧に説明することが重要です。

   そのうえで，子どもがカードを大切にし，毎日持って来るような仕掛けや声掛け

がポイントになります。例えば，子どもが喜びそうなかわいいスタンプやシールを

出席印として活用したり，子どもの好きなイラストや写真などを参加カードに印刷

して自分だけのオリジナルカードにするなど，様々な工夫が考えられます。

Ａ 教室にあまり来なくなったのは，「他に行くところが出来た」「友達と外で遊ぶよ

うになった」など，様々な理由が考えられますので，担任の先生など，学校の教職

員に状況をお話しして事情を聞くことが大切です。また，校内で姿を見かけたら，

少しお話しをしてみたり，教職員から声掛けしてもらったりして，教室に意識が向

くように，粘り強く働き掛けることも重要です。

Ａ 学習意欲がないのは，授業で集中して疲れているのかもしれませんし，宿題の内

容が分からずに戸惑っているのかもしれません。

例えば，「どうしたの？」と声掛けをしながら，少しでも頑張っている所を見付け

て褒めたり，参加カードや連絡帳等にコメントを書いて激励するなど，常に子ども

と粘り強く関わっていく姿勢が大切です。

   また，騒ぐことは他の子どもに迷惑を掛けることになりますから，支援者の立場

で「ダメなことはダメ」というようにき然と叱っていただくことも，子どもの成長

にとってはプラスになります。子どもは，周りの大人にしっかりと「自分のことを

見てもらっている」ということで安心感を得たり，うれしい気持ちにもなったりし

ます。気になる点が少しでもあれば，学校の教職員と情報共有に努め，相談するな

ど，連携を図っていくことも大切です。

Ｑ 参加カードを出さない子どもがいますが，どのようにすればよいでしょうか。

Ｑ あまり来なくなった子どもに，どのように働き掛けるとよいでしょうか。

Ｑ 子どもに学習意欲がなかったり，子どもが騒いだりして，他の子どもに影響を与

えてしまうことがあります。どのように対応すればよいでしょうか。
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Ａ あまり焦らず，例えば，「○○さん，こんにちは」と，冒頭に名前を付けて話掛け

たり，好きな食べ物や趣味のことを聞く，子どもが話をしやすい雰囲気づくりを心

掛けるなど，根気よく人間関係を作っていくことが大切です。

子どもからすると，「あまり声をかけて欲しくない」「静かに一人で学習したい」

と思っているのかも知れません。教室に来るということは，その子どもなりの居場

所があるということで，温かく見守ることが必要な場合もあります。

気になる点が少しでもあれば，学校の教職員と情報共有に努め，相談するなど，

連携を図っていくことも大切です。

Ａ 両者から別々に話をじっくり聞くなど，相手の言動と自分の言動を冷静に振り返

れるようにすることが大切です。そのうえで，顔を合わせて話し合わせると，お互

いに冷静になり解決しやすくなります。

   ただし，解決が難しい場合や，配慮が必要な場合もありますので，常に学校の教

職員との情報共有に努めるとともに，場合によっては，保護者に連絡して話し合う

ことが必要なケースもあります。

Ａ 一人一人に個性があり，配慮事項は一人一人異なります。その子どもの個性・特

性を理解することが重要ですので，まずは学校の教職員との情報共有に努め，学校

や保護者と十分に連携し，スタッフ間で共通理解を図ることが重要です。

   例えば，担任の先生から支援のポイントを教えてもらったり，その子どもの放課

後まなび教室の１日のスケジュールを作成し，ある程度見通しを持って活動を支援

するなど，その子に合った支援を考えていくといった取組事例もあります。本冊子

では参考として，学校における取組事例の一部を紹介しています（９ページ）。

 Ａ 例年，年度当初に，最近のトピック的な内容を含め，子どもの関わり方等につい

ての内容を扱う「全体研修会」を実施し，11月頃に，国語指導や読書指導などの個
別的な内容を扱う「テーマ別研修会」（６～７講座程度）を開催しています。

   平成 28 年度には，新たに，「手作り体験」というテーマで実際に子どもと活動で
きる簡単な創作活動を参加者全員で体験したり，「実践交流」というテーマを設定し，

ワークショップ形式で情報交換を行う研修会も実施するなど，スタッフの方々から

のニーズを踏まえた内容を取り入れて実施しています。

   また，学童クラブとの連携の一環として，学童従事者を対象とした研修会（主催：

京都市・公益社団法人 京都市児童館学童連盟）にも，年間を通じて一定参加できる

しくみになっています。

全ての研修会については，各学校長，実行委員長宛てにお知らせしますので，積

極的な参加をお待ちしています。

Ｑ スタッフがどんなに働き掛けても，返事をしなかったり，反応が全くなかったり

する子どもがいます。どのような関わりをすればよいでしょうか。 

Ｑ 子ども同士でけんかなどのトラブルになった場合，どのように対応すればよいで

しょうか。

Ｑ 育成学級や発達障害のある子どもへは，どのような配慮が必要でしょうか。

Ｑ スタッフに対する研修会は，どのような頻度で実施されているのでしょうか？
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 保護者・地域・学校・児童館との連携編 

 Ａ 連携の基本となるのは，情報発信と情報共有です。

放課後まなび教室は，大きく分けて，「学校生活や家庭学習をつなぎそれを補う場」，

「学校や家庭ではできないことが体験できる場」としてのねらいがあります。

子どもたちの生活は日々連続していますので，学校の教職員や保護者に対して，

放課後まなび教室の取組を積極的に情報発信したり，逆に学校や家庭の様子を聞い

て，放課後まなび教室の運営にいかしていくことが大切なポイントとなります。

例えば，子どもたちの放課後まなび教室での頑張っている様子を「学校だより」

などで報告したり，スタッフ会議で出た成果・課題を，学校と保護者に伝えていく

ことで，子どもの放課後の様子を把握してもらい，授業や家庭教育に役立ててもら

うといった取組事例などがあります。

 Ａ 日頃から，放課後まなび教室の取組を，学校のホームページや広報誌などで，地

域に向けて発信することが重要です。例えば，「日々子どもにこんな取組をしていま

す」「スタッフをして，こんな良いことがあった」など，具体的な内容や成果を発信

することで，新たな協力者が得られるかもしれません。

   また，全ての小学校で組織されている「学校運営協議会」などと連携して，スタ

ッフの確保・育成を，地域全体のこととして協力を求めたり，小中一貫教育の視点

から，中学校と連携して中学校区全体で人材を育成し合うなど，持続可能な仕組み

を構築することも大切です。

   かつて放課後まなび教室に通っていた子どもが，大学生となり，放課後まなび教

室のスタッフとして活躍いただいている例もあります。

   教育委員会では，スタッフ公募制度も設けていますので，担当の放課後まなび教

室コーディネーターにも気軽に相談してください。

 Ａ 学童クラブに登録している子どもの中には，放課後まなび教室に来てから学童ク

ラブに行く子どももいますし，登録していない子どもでも，放課後まなび教室に参

加後，一旦帰宅して，友達と児童館で過ごすこともあります。

   また，定例的に学童クラブと放課後まなび教室の合同行事等を実施して，たくさ

んの子どもや大人と交流したり，遊びや交流を中心とした児童館のプログラムを放

課後まなび教室の児童が体験したりすることも，子どもにとっては貴重な経験にな

ります。

特に，児童館が隣接していたり，近隣にある地域は連携もしやすい環境にありま

すので，可能であれば，学校の教職員，放課後まなび教室のスタッフ，児童館の間

で，日常の連絡体制や，子どもの情報を共有しておくことも大切な視点です。

なお，平成 29 年 2 月には，地域と連携した学校体制の下，放課後まなび教室の取

組の推進をはじめ，学校と学校に隣接する児童館等の望ましい連携の在り方を研究

する学校を，「放課後まなび教室リーディング校」（18 校）として指定しています。

Ｑ 学校と家庭との連携を深めるためのポイントは。

Ｑ スタッフの確保が課題であるが，どのようにすればよいか。

Ｑ 放課後の子どもの居場所として児童館や学童クラブもあるが，連携は必要か。
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【参考】 

 学校における具体的な支援事例

１ 見通しを持ちにくい子どもへの支援事例  

 ① 子どもの状況

見通しが持ちにくく，学習や活動に集中できずに離席してしまうことがあったり，

自分の思い通りにならない場合や突然の変化にパニックを起こしてしまうことがあ

る。

 ② 支援のポイント

ア 個別に学習内容を丁寧に説明する。

イ 活動をスモールステップに分け，活動の流れをプリント

にするなど視覚化する。(右図) 
ウ 事前に活動の目標や計画の全体像を提示する。

エ 予定の変更については，個別に事前に知らせておく。

オ 気持ちを落ち着かせるクールダウンの時間を設ける。 など

 ③ 具体的な支援内容と成果や効果など

ア 一斉指導の内容が理解しにくそうな場合に，教員等が学習手順の確認や励まし

の言葉かけを行うことで，学習への集中力と自信が高まった。

イ 学習内容の流れをプリントにして，一つずつ達成できるように支援を行った。

子ども自身のペースで学習に取り組むことにより，学習意欲が持続できるように

なった。

ウ グループ活動に際して，「これから活動を開始する」ことや「次はこうした活動

をする」といったことを適宜伝える。安心感をもって活動に参加出来るようにな

り，放課後まなび教室や夏休みのプール学習にも積極的に参加するようになった。

エ 具体的に「○時○分から○分間，○○をする」とか「あと３人待ったら，あな

たの番が来る」など具体的に示すことで，活動範囲が広まった。

オ 集団から離れた場所でゆっくりと話しを聞くことを繰り返すことで，子どもの

方から困ったことがあれば訊ねてくるようになり，パニックを起こす回数が格段

に減少した。

カ 話しの意図や状況が理解しにくく，気持ちが荒れ始めたら，気持ちを落ち着か

せてからゆっくりと話しをすることで，教員等，また，友人の話しを受け入れら

れるようになってきた。

キ 自分のクラスの予定を見ながら，教員等と「自分の１日のスケジュール」を相

談して決めることで，見通しやゆとりを持って学校生活を送れるようになり，イ

ライラする場面が少なくなった。
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２ 自分の気持ちをうまく伝えられない子どもへの支援事例  

① 子どもの状況

自分の思いを言葉で上手く表現できなかったり，一方通行的な会話になりがちな

ため，集団での活動に馴染めなかったり，場にそぐわない内容や音量で発言してし

まい，友人関係を築けなかったり，トラブルを起こしがちである。

② 支援のポイント

ア 友達と言い争いになったときに気持ちを落ち着かせておく言葉を教えておく。

（「だいじょうぶ」，「平気」，「がまんがまん」など）

イ 自分の思いや気持ちを伝える方法の

指導。(右図) 
ウ ロールプレイで話し手と聞き手の役割を

交代して，会話の練習をする。

エ 教員等が仲裁者や調整者となる。

オ 「困ったノート」を作り，困ったことや

わからないことをノートに書きとめておき，

教員等に見せるように教えておく。 など

③ 具体的な支援内容と成果や効果等

ア 休み時間などに，子どもたちの集団に入り

込み，話し方や聴き方を具体的に指導したり，

話題に即した内容となるようコントロール

することで，対人関係のスキルを学習させて

いる。子ども同士のグループ内でのトラブルについては減少してきている。

イ トラブルが発生した際に，教員等が仲裁者となりお互いの思いを伝え合わせた

り，代弁したりしながら子ども同士の話し合いが進行するようにしている。お互

いが誤解していたことや，理解の仕方の違いなどに気づくことで，教員等が不在

でも子ども同士で解決する姿勢が見られるようになってきた。

ウ 昼休みや放課後などにソーシャルスキルトレーニングを行うことで，人とのコ

ミュニュケーションの取り方が理解できるようになり，周囲との接し方に迷う時

は教員等に訊ねるようになってきた。

３ その他の「困り」と子どもへの支援事例

① 抽象的な指示は理解しにくいが，すべき内容が理解出来れば学習に取り組むことが

出来るため，教員等が指示内容を具体的にして声をかけている。

② 長時間集中力を持続させることが出来ないので，１５分ごとに声をかけて休憩を取

らせることで，安心して学習に取り組めるようになった。 

【【 会会話話のの仕仕方方 】】

（（ででききれればば，，視視覚覚化化ししてておおくく））

・・会会話話をを始始めめるるとときき

→→ ちちょょっっとと，，いいいい？？

・・会会話話をを続続けけるるとときき

→→ ううななづづくく，，相相づづちち，，

わわかかららなないいここととをを質質問問すするる

・・話話題題をを変変ええるるとときき

→→ ちちょょっっとと，，話話がが変変わわるるけけどど

・・会会話話をを終終ええるるとときき

→→ じじゃゃああ，，ままたたねね。。

そそろろそそろろ帰帰るる時時間間だだかからら
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 教室入室から退室までの工夫 

● Ａ校の事例

子どもたちがめあてを持って来室し，自主的に学び，予定した学習をやり切って気持ち

良く退室できるように工夫しています。 

＜ポイント＞ 

① 子どもたちが参加カードを担任へ提出し，放課後まなび教室が始まるまでに，アドバ

イザーが名簿にチェックをします。スタッフは，事前に児童の参加を把握することが

できます。 

② 入室と退室のルールや荷物置き場を設定することで，子どもたちが，けじめをつけて

集中して学習ができるようにしています。

③ ファイルの表紙に放課後まなび教室での「めあて」を貼り，意識できるようにしてい

ます。 

④ 子どもたちが意欲的に自主学習に取り組めるように，チャレンジしたプリント数をカ

ードに記録したり，がんばりシールを貼ったりしています。 

ポイント① ポイント② 

担任も，参加する子どもたちに「頑

張っておいで」と声をかけます。

ポイント③ 

終了時刻になると当番を先頭に並び，

次の「放課後まなび教室」の確認をし

てから挨拶をして退室します。
並んで入室します。

挨拶をすると，名札

とファイルを指定の

場所から取り，自分

の席に着きます。

事前に参加カードが届いているので，始

まるまでに参加児童を把握します。放課

後まなび教室の時間は，子どもたちにし

っかり関わることができます。

一人一人がめあてを持っ

て来室し，「頑張ったよ」

という気持ちで帰れるよ

うにしています。

自分の頑張りの様子

が分かる表を見ると，

次も頑張ろうと

やる気が出ます。
ポイント④ 

ランドセルは友達との間に置き，荷物を整

頓して，心を落ち着けて学習します。
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● Ｂ地域の事例 

 教室に入ってからの工夫として，次のようなことを行っています。 

⇒ ①②は教室に入ってからの約束。③④は出席カードの工夫。⑤⑥は用具の整理整頓。 

① ②

③ ④

⑤ ⑥

教室に入ってからの約束を

絵で分かりやすく表示。

出席札があり，出席すると

赤札から黒札に裏返します。

児童出席カードにもバーコ

ードが記載されています。

子ども自身で，きちんと整理

しています。

はさみ等の置く場所を図で示してあ

り，いつも整理整頓されています。

名札にバーコードが記載され，バーコードリ

ーダーを使って出席カードを管理します。
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● Ｃ校の事例

Ｃ校では，子どもたちは挨拶をして入室し，参加カードを提出，名札を付けて着席したら，

独自に設定した三つの時間設定に沿って進めています。そして，活動終了が近づくと参加カ

ードにシールを貼り，片付けをして退室するという流れになっています。

三つの時間設定について 

それぞれの時間に親しみやすさとやる気が出るように，名前を付けています。

◆マストタイム 

宿題，音読などを行う時間です。子どもたちによって進度は

違いますが，終わるまで頑張っています。

◆きらきらチャレンジタイム 

宿題が終わった子どもたちから，自主的に学習プリントに取

り組む時間です。スタッフが準備したプリント２枚を目標に取

り組みます。国語，算数を中心に難易度別のものや学習が進ん

でいるのを実感できるように級が上がっていくものなどを用意

しています。その他，ゲーム性やパズル的要素のあるプリント

を用意し，自主性を大切に，無理なく学習の習慣や力が付くように考えています。プリント

は，各自でファイリングし年度末に持ち帰り，保護者に子どもたちの努力が分かるようにし

ています。

◆たのマナタイム 

「楽しく，まなぶ」をコンセプトにした交流の時間です。学習的要素のあるカードゲーム

や将棋，オセロやチェスなどのボードゲームや折り紙などをしています。学年の枠を超えて

楽しく過ごしています。

       ◇Ｃ校オリジナルの参加カードにかわいいシール

を貼り，モチベーションアップにもつながってい

ます。また，保護者がカードを見て宿題の確認も

できます。    

このように三つの時間を設けたことで，教室では，

子どもたちがメリハリのある時間を過ごすことが

できるようになりました。 

《参加カード》
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● Ｄ校の事例

子どもたちの活動意欲を高め，努力や成果に満足できるように工夫をしています。 

＜ポイント＞ 

① 時間を有効に活用して，集中するように工夫しています。 

② スタッフを活用して，集中して宿題や自主学習ができるように工夫しています。 

③ 参加カードを活用して，様子等を家庭に連絡しています。

ポイント① 

学習時間を決めることでみんなが集中して活動する。

ポイント② 

国算を中心に理解を深めたりアドバイスをもらったりするためにスタッフを活用する。

ポイント③ 

参加カードは出席確認と連絡に活用する。

まなびの約束を掲示

・参加カードを提出

・４５分までは静かに学習

 後は色々な活動

・宿題ができたら，先生に見てもらう

・部屋を出るときは先生に言う

・参加カードやおたよりは家の人

に見せる等

・高学年になると１日１ページの自主学習をする。

調べ学習が多く，各自が楽しみながら工夫して表現

している。

・宿題後の楽しみはゲームである。中でも紙工

作は人気がある。お菓子の箱やロールペーパー

の芯等を捨てずに集める。作品は持ち帰る。

・保護者との連絡は子どもの状態を理解するために必

要です。成長や変化を報告している。

-15-



＜利用教室について＞ 

① 図書室，余裕教室，特別教室等を利用しています。 

② 床にカーペットや畳を敷いて利用している学校もあります。 

③ 放課後まなび教室だけの専用教室を使用している学校もあります。 

＜教室環境の工夫＞

① 広々と勉強ができるように，机上を確保する工夫をされています。 

② 参加児童が少しでも快適に過ごせるように，工夫をされています。 

● Ｅ地域の事例 

机上確保のため，カゴを利用しています。 フックを利用して，カバンを掛けています。 

余裕教室を利用しています。 専用教室を利用しています。 図書室に机を増設しています。 

冬場は，床が冷たいので座布団を利用しています。 

冬
場
も
、
暖
か
く
快
適
に

勉
強
が
で
き
ま
す
。

冬場，ジャンバーを掛けます。 

服
が
汚
れ
な
い
の
で
、
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
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ポイント① 

ポイント③ 

ポイント④ 

● Ｆ校の事例 

子どもたちが学習に集中できるように，また，学習が終わった後は放課後まなび教室が，

憩いの場となるような工夫を行っています。 

＜ポイント＞ 

① 学年によって荷物を置く場所が決められています。 

② 児童の席は学習に集中できるように，スタッフの方が決めています。 

③ 宿題やプリントによる学習が終わってから，子どもたちが取り組む活動に必要な材料

が色々と整理されて揃っています。 

④ 子どもたちの作品が，教室の後ろに掲示されています。 

ポイント② 

机の上には，必要なものだけを置き，学

習に集中できるようにしています。また，

狭いスペースもうまく活用しています。 

子どもたちの学習状況や人間関係を

考慮して，より学習しやすいように

席が決められています。 

囲碁，将棋，オセロ等のゲーム類のほかに，簡単な工

作や編み物ができるように，色々な材料が用意されて

います。 

スタッフが指導し，友だちと一緒に作った作品は，教

室の背面に掲示されています。友だちの作品を見るこ

とで創作意欲がわいて，また新たな作品に取り組む子

どもたちが増えてきています。 
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〈「放課後まなび教室」前の廊下の掲示物〉

● Ｇ校の事例

「放課後まなび教室」に在籍する児童の参加意欲

を高めるとともに，日々の活動をより充実したもの

にするために，教室や廊下の環境（掲示物等）を工

夫し，参加する個々の子どもたち一人一人の心温ま

る活動空間づくりに努めています。 

 子どもたちは，この「放課後まなび教室」そのも

のを心安らぐ安心・安全の場と捉え，毎回，笑顔い

っぱいの和やかな時間が流れています。  

高学年の友達が「まなび教室の詩」を書いてくれま

した。それを，模造紙に書き「放課後まなび教室」の

前の廊下に貼り出しています。 

「放課後まなび教室」に在籍しない他の子どもたち

へも，参加している子どもたちがほのぼのとした楽し

い時間を過ごしている様子が手に取るように伝わり

ます。 

 放課後まなび教室での“基本的なルールやマ

ナー”“目標”等々…，教室の前の黒板掲示には

特に配慮をしています。 

また，日々の活動により一層潤いを持たせる

ために，季節感のある掲示物や，子どもたちの

制作物も工夫しています。 

 今回は，子どもたちが楽しみにしている「ク

リスマス」にちなんで，“クリスマスカード”を

一人一人が作ることにしました。 

サンタさんへ…「放課後まなび教室，がんばっているよ！プレゼントは○△をお願いします。」

サンタさん

へのお願い

は，何にしよ

うかな～。
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 宿題終了後の子どもたちが楽しく活動する工夫 

● Ｈ地域の事例

① 写し絵や折り紙を使った活動について 

 ・ 子どもたちが自分の興味に沿って活動内容を考えていけるように，宿題をする時は一

人一人が自分の児童椅子を使用しますが，教室内に長机を設置することで，子どもたち

が互いに顔を合わせながら活動することが可能になります。

 ・ 写し絵に使う透明シートや蛍光ペン・油性ペンなどを準備しておくことも効果的です。

また，見本となる折り紙の完成品や手順を示したものを，前もって作成しておくことで，

子どもたちが見通しを持って活動することができます。

〔活動場所の確保〕      〔活動内容・資料の提供，支援の方法〕 

② 自学自習の定着を目指した活動について 

 ・ 年度当初に，計算問題を中心とした学習プリントを作成して，個人用ファイルとして

作成しておきます。個人用ファイルとして一括して保管しておけるので，学習プリント

が散乱することもなくなります。また，ファイルを保管するレターケースを準備するこ

とで子どもたちが自分で準備して取り組むことができるようになります。

 ・ 自己採点ができるように，プリントに合わせて回答が記載してある用紙を作成して，

それを見ながら子どもたちが自分で丸付けをできるようにします。この活動が定着する

ことにより，スタッフが丸付けをするという負担がかなり軽減されます。

〔個人ファイルの準備〕     〔自己採点するための工夫〕
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● Ｉ校及びＪ校の事例

宿題等の学習が終わった児童が，その後の時間を楽しく過ごせるように，以下の工夫を 

行っています。 

＜ポイント＞ 

① 手先を使った体験活動を年に数回企画して，全児童が取り組んでいます。 

② 知的玩具を何種類か用意して，児童が友達と一緒に取り組んでいます。

ＮＰＯ法人『木育フォーラ

ム』に出前授業をしてもらい，

環境にとって木の果たす役割

が大きいことを学習しまし

た。その後，木を使ったアク

セサリー作りを行いました。

＜Ｉ校＞ 

牛乳パックで作った型を使って，冬に暖かい

「マフラー」作りにチャレンジしました。 

１年生も頑張りました。     ＜Ｊ校＞ 

学習の終わった児童は，まなび教室に置い

てある知的玩具を使って，遊んだり作品を作

ったりして楽しんでいます。  ＜Ｊ校＞ 

レゴでオリジナルの恐

竜を作ってみました。 

将棋の入門者向けの「動物

しょうぎ」で遊びました。 

ポイント② 

ポイント① 
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● Ｋ校の事例

毎週金曜日は，手作りの工作をしています。スタッフの方が色々な材料を用意し，子ど

もたちに楽しく作り方の指導をされています。宿題を終えた子どもたちは，隣の図工室に

集まりスタッフの方と一緒に取り組んでいます。 

＜ポイント＞ 

① 材料は１００円ショップなどで購入。 

② 行事を生かした取組 

③ 作った後もみんなで遊べる作品

ポイント① 

身近にある材料を使っています。色画用紙や折り紙，ゼムクリップ，アイスクリームの

棒，マカロニのアルファベットなどを使用。 

ポイント② 

ポイント③ 

クリップキャッチャー，指を食べるイソギンチャク，ローマ字ネームブローチ，スライム，

ラミネートコースター，さそりの標本，ブーメラン，ぶんぶんゴマ，プラバンなどがありま

す。

敬老の日やハロウィンの日に向けて，作品を作って

います。 

祖父母への

メッセージ

カードです。
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● Ｌ校の事例

作品例 

自慢の工作教室 

・宿題を終えた後，工作コーナーを用意し，楽しい工作ができるようにしています。 

・誰がスタッフになってもできるよう簡単なマニュアルを用意し次の日に引き継いでいま

す。 

＜ポイント＞ 

① ２か月ごとにスタッフミーティングをしています。児童の様子や気になること，次回の

教材についても話し合い，情報を共有しています。 

② 材料や製作の準備は，スタッフ全員で分担してやります。子ども達全員が「できた！」

という喜びを味わえるよう，スタッフが協力して準備をしっかりします。 

③ 一回でできなくても，次のとき，どのスタッフでも続きの指導ができるよう連絡帳を活

用しています。

好きな時に好きな塗り絵を選

んでします。２４色の色鉛筆と

コピー機が大活躍です。

大きな箱に中くらいの

箱が，中くらいの箱に

小さな箱が・・・どこ

まで続くかマトリョー

シカ風小物入れ。

年の最後は，自分の

写真をパチリ。布と

牛乳パックを使った

写真入れに入れまし

た。

日本古来の「結ぶ」という技をク

ラフトにしました。小さなパーツ

からだんだん丸くなってくる「玉

結び」にわくわくします。

夏祭りには，うちわを作

って持っていこう。たまには，大型折り紙を使って。

こんなかわいいパンダが出来上

がりました。
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 自学自習の習慣化を培う活動の工夫 

● Ｍ校及びＮ校の事例

【Ｍ校】 

宿題を中心とした学習に取り組み，それぞれの課題を終えた子どもたちは学年ごと

に入れてある「まなびプリント」を自分で選び自学自習に向かいます。 

＜ポイント＞ 

① 自分の課題を終えた後の「まなびプリント」を多数用意してあり，自分で選び自主

学習に取り組みます。「まなびプリント」をすることを強制していませんが，各自

１～２枚することが多いです。 

② 「まなびプリント」を終えるとスタッフに見てもらい丸付けをしてもらった後，自

分の「がんばりカード」にとじて，シールをもらい表紙に貼り付け自習学習の足跡

として残しています。

【Ｎ校】 

宿題や音読をした後，子どもたちは自習プリントを学年のケースから取り，自主学

習として取り組み，答え合わせまで自分で行います。 

＜ポイント＞ 

① 自主学習用としてその日に行うプリントを複数用意してあり，宿題や音読を終えた

子どもたちはプリントの自主学習に取り組みます。 

② 子どもたちが困っているときには，答えをすぐに教えるのではなく，自力解決がで

きるようにアドバイスをしています。解答も用意してあり，プリントを終えた子ど

もたちは自分で丸付けをして，個人のファイルにとじます。

人気のキラ

キラシール

もあります。

次はどれにし

ようかな！

それで何枚

目なの？

全部合ってい

るといいな。

自分のファイルにとじ

ます。

も
う
少
し
だ
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● Ｏ校の事例

子どもたちが将来自分の学習課題を主

体的に解決できること，学習習慣を身に

付けることをねらいに「自分のまなびを

すすめよう」（Ａ４ファイル）を一人一冊

配布して学習をしています。

・このファイルには何枚かのポケットを

差し込んでいます。

ポケット①には「自分のまなびをすすめよう」のプリント

…子どもたちはこのプリントを参考に，コースを見極め進めていきます。

ポケット②には，「実際に学習した成果物」としてのプリントを入れます。

見開きページ内側には，クリップ止めをし「まなびのあしあと」をとじます。

「まなびのあしあと」には，その日に学習した内容を書き込みます。スタッフは，学習し

たプリントを見て，丸付けをしたり一緒に調べ学習を進めたりして，サインをします。

ファイルの表紙には，がんばりチェックカードを貼付け，１枚プリントを済ませるごとに

番号を色塗りします。プリントを１００枚済ませると，文字が完成します。

子どもたちは，まず「○年生のスタートプリント」を学年に応じた引出しから出して学習

します。その後，漢字検定や全科ドリルなどのテキストを選んで，学習を進めます。

「次は何をしようかな」という子どもの声に，スタッフから「今，教科書のどこを習って

いるの」と，さりげなく問掛けをして，ヒントを与えます。

ファイル表紙：プリントを済ませる→番

号を色塗り→文字が浮かび上がる。
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冬のお楽しみ会

ゲームや読み聞かせ等…。

図書ボランティアさんにも

手伝ってもらっています。

来年の干支のマスコットも作ります。

冬のイベント

人形劇あり，腹話術あり

楽しくてみんな大喜び

でした。

 長期休業期間中や長時間実施での活動の工夫 

● Ｐ地域の事例

夏休みの初めの時期は課題をやりきる学習が中心です。分か

らないところはスタッフに聞きながら，課題を克服しています。

終わりの時期は，主に自由研究の相談にやってきます。

スタッフのヒントがアイデアにつながります。

普段は宿題などに追われ，なかなか

ゆっくりとできませんが，夏休みは格

別です。友達とゲームをしたり，かる

たをしたり，時にはスタッフの先生に

将棋や囲碁を教えてもらったり…。
どんどん強くなるね。

頼もしいなあ！

長期休業中の「放課後まなび教室」は子どもたちが普段以上にゆっくりと過ごせる「安

心・安全」の場を保障しています。休業中に乱れがちな生活習慣の確立と，自学自習の力

の定着を目指しています。 

＜ポイント＞ 

① 休業中の初め，又は終わりの一定期間を，学習集中の期間として設定しています。 

② 子どもたち同士，あるいはスタッフと一緒にゲームや工作等を楽しみ，ゆったりと時

間を過ごしています。 

③ 夏季休業や冬季休業時に，特別教室を実施して楽しんでいます。

季節や行事に合わせて 

特別教室を実施しています。 

サイエンス教室

夏の取組です。去年は凸レンズでカメラを作

りました。今年は水を動かす実験をしました。
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● Ｑ校の事例

家庭訪問期間や４時間授業（研究授業等学校行事の関係）の際に，異年齢の子どもたちが

意欲を持って一緒に取り組める企画を計画し，実施しています。 

＜ポイント＞ 

① スタッフの増員（事前の打合せと協力） 

② 学校の理解と協力 

③ 楽しく安全を確保する。

□スタンプラリー 

～スタンプラリーの面白さ～

・校庭や学校の敷地内を思い切り走り回れる。

・様々な場所（鉄棒，手洗い場等）でスタンプを

集めるという楽しさ。

・コースを自分たちで選択できる自由性。

・出題される問題を解く面白さ。

□宝さがしゲーム 

◇スタッフの皆様との触れ合い 

○準備するもの 

・スタンプ用紙

・スタンプ

・箱

○楽しく安全のために 

・けがのないようにスタッフの目の

届くところに設置

～宝さがしの方法～ 

・普段使っていない教室を借りる。

・１０人ほどのグループで協力して行う。

問題を書いた紙（絵）を探す

↓

問題を解く→鍵を手に入れる→宝箱が開く

自分の課題を済ませると後片付けをして，自分の

好きなゲームを友達はもちろんスタッフの方にお願

いして始めます。その姿を見ていると温かい家庭の

雰囲気を感じます。放課後まなび教室の大切にした

い「安心安全の居場所」であり，地域の皆様が地域

の子どもたちを見守り育てる姿があります。
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● Ｒ校の事例 

毎年夏季休業には理科的な体験学習を行っています。色々なシャボン玉づくり，ペット

ボトルを使った顕微鏡づくり，偏光板を使ったステンドグラスづくりなど，簡単で子ども

たちが興味関心を持ち，意欲的に取り組めるプログラムを提供しています。 

偏光板を使った簡単なステンドグラスづくりの場合 

◇「光」の性質を利用してステンドグラスを作ってみましょう。 

＜用意する物＞

・透明なプラスチック版１枚（８０ｍｍ×８０ｍｍ）

・偏光板２枚（各８０ｍｍ×８０ｍｍ）

注 偏光板は表面に細い隙間がいっぱいに並んだ板で，それを重ねることで光を通したり通さな

かったりします。同じ方向に重ねれば光を通し，縦横交互に重ねれば，画面の線が目の細かい

チェック模様になり，光を通さず真っ暗になります。

＊ 作り方は，色々あります。

・ プラスチック版全体にセロテープを貼り，

好きな形に切り抜いた画用紙を２枚の偏光板

に挟むなど。

＊ 偏光板の性質を生かして色々工夫できます。

冬季休業の年末には，毎年お楽しみ会を兼ね

たゲームやクイズ大会を実施しています。 

＜作り方＞ 

１ プラスチック版に，三日月や星などの好きな形を

マジックで描く。

２ 描いた形を覆うように，2～3cm に切ったセロハ

ンテープ 20～30 片を，方向を変えて貼っていく。

３ 途中で偏光板を当てて模様を見てみる。必要に応

じて，セロハンテープを更に重ねて貼る。

４ 貼り終わったら，描いた形に沿ってはさみで切る。

５ 切り取った形のプラスチック版を２枚の偏光板

で挟み，光にかざしてみると，ステンドグラスのよ

うに見える。

自分の好きな形の

ステンドグラスを

作ろう！

ほら，できた！
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 開（閉）講式，スタッフ会議の工夫 

● Ｓ地域の事例 

※ 開講式では，放課後まなび教室の子どもたち

がこの一年間参加するための参加カードの説

明を行います。

※ また，学校によって

※ は保護者とスタッフ

※ とをつなぐ連絡袋な

※ どの事務的なことも

※ 子どもたちに分かりやすく説明しています。

開講式は，実行委員会会長，委員，スタッフ，校長，放課後まなび教室担当教員及び

担当コーディネーターが参加して行われています。 

開講式では，担当教員の司会・進行により，まず，実行委員長，校長及び担当コーデ

ィネーターが入室した子どもたちに挨拶をします。そして，スタッフから，放課後まな

び教室のルールや準備物の確認，最後にスタッフ紹介などが行われます。 

その後，子どもたちが宿題や準備されたプリント，持参した課題に向けて取り組みま

す。各スタッフが子どもたちに寄り添い，アドバイスを与えたり，励ましの声掛けをし

たりしています。それぞれの学校で，入室した子どもたちがこの 1 年間頑張れるよう，

人的環境，物的環境の充実を目指して取り組んでおられます。 

自主的に学びまし

よう！

宿題はできたかな？

放課後まなび教室では

【気軽に声掛けをする担当コ－ディネ－タ－】

【スタッフに質問する子どもたち】【子どもたちに自己紹介をするスタッフ】

【教室の決まりやルールを説明するスタッフ】【励ましの挨拶をする委員長や校長】

先生，教えて楽しく頑張りましょう！
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● Ｔ校及びＵ校の事例

【Ｔ校】 

【Ｕ校】

修

了

証

年

さ
ん

一
年
間
放
課
後
ま
な
び
教
室
で

の
あ
な
た
の
努
力
を
み
と
め

こ
れ
を
証
し
ま
す
。

二
〇
一
六
年
三
月
十
一
日

○
○
小
学
校

放
課
後
ま
な
び
教
室
委
員
長

○
○
○
○

○
○
小

放
課
後
ま

な
び
教
室

開講式には実行委員会会長，委員，

保護者，スタッフ，校長，教員及び担

当コーディネーターが参加して行われ

ています。放課後まなび教室の参加意

欲が高まり，ルールや準備物の確認，

スタッフ紹介などが行われています。

保護者の参加によってスタッフと顔見

知りになり，連携がとれるようになり，

良好な人間関係が構築されています。 

開講式前や夏休み前，1年生参加前後

など節目ごとにスタッフ会議が年間５

回行われています。子どもたちの活動の

様子，指導体制，今後の活動など情報の

共有が活発に行われています。参加メン

バーは実行委員会会長，委員，スタッフ，

校長，教頭，教務主任及び担当コーディ

ネーターです。 

三月に閉講式が実施され

ています。実行委員会会長

より修了書が渡されます。

この修了書の授与により

子どもたちの参加意欲が

高まり，１年間頑張ったこ

とが次年度へとつながっ

て，とても励みになってい

ます。 
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 放課後まなび教室・児童館・学校の３者が，子どもたちの状況や様子について適宜情

報を共有し，自学自習及び安心安全の場になるよう連携しています。 

＜ポイント＞ 

① 放課後まなび教室の開講式に学校の管理職及び児童館の館長も出席してくださり，

教室参加の心構えや教室終了後の児童館へ来館するときの約束や決まりなどについ

て話をしていただいています。 

② 放課後まなび教室のスタッフ会議の記録を学校に渡し，会議で共通理解したことや

取組内容，課題や成果などを学校に知らせるようにしています。 

同じ校舎１階

の左側が放課

後まなび教室

の入り口，右

側が児童館の

入り口です。

児童館事業のクラブ活動（工作・実験・切

り紙・切り絵等）に放課後まなび教室の児

童も参加しています。

 児童館，学童クラブ等との連携 

● Ｖ校の事例

                          スタッフ会議の

                          記録です。

直接来館する子どもたち

連絡や相談等があれば，放課後まなび教室のスタッフと児童館の職員が行き来しています。

今
日
の
実
験
は
何
だ
ろ
う
な

ス
タ
ッ
フ
会
議
に
は
、
管
理
職
の
先

生
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

宿題や放課後まなび

教室のプリント等を

終えた子どもたちは，友達と

楽しく過ごし，その後児童館

へ行く子どもたちが

います。
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● Ｗ校の事例

Ｗ校では，放課後まなび教室と地域学童が実施されています。「学童まなび運営委員会」

が設置され，学校，放課後まなび教室スタッフ，学童クラブスタッフ，自治連合会が一体

となった組織になっています。 

放課後まなび教室と学童クラブの合同行事として年４回程度，茶道教室，手作り工作教

室，草木染などの行事が行われています。 

学童クラブは，平日午後５時から６時まで実施され，土曜日も開所されています。書道教室，

ダンス教室，美術教室など体験活動を中心に豊かな活動が実践されています。

先生に作法を教えてもらっ

ています。

おいしくお茶をいただいて

います。

合同行事の茶道教室 

年 2回，地域の茶道の師範に来校いただき，茶道教室を実施している写真です。

合同行事の紙工作「玉むすび」 

放課後まなび教室と学童クラブのスタッフが放課後まなび教室のテーマ別研修会（紙工作「玉むす

び」）に参加し，実習してきた手作り紙工作を子どもたちに教え，実践している写真です。

出来上がった子どもたちの作品
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● Ｘ校の事例

① 連絡体制 

○ 学校運営協議会（文化・学習支援委員会）に，放課後まなび教室の実行委員長やス

タッフ，児童館の館長が，理事・企画推進委員として参画しています。 

○ 放課後まなび教室の実行委員に，学校の管理職と児童館の館長が就任しています。 

 学校運営協議会主催の「○○チャレンジ」には，
学校・地域（放課後まなび教室スタッフを含む）・
保護者・児童館が協力して取り組みます。

放課後まなび教室には，
児童館に通う多くの子ども
たちが登録しています。子
どもたちの様子や学習支援
の方法などについて情報交
換し，共有するようにして
います。

学校運営協議会 

② 児童館との連携 

○ 放課後まなび教室や児童館のスタッフの協力の下で行う“○○プロジェクト”や“墨

のアート”などの休日の取組に，放課後まなび教室や児童館の多くの子どもたちが

参加しています。 

○ 折り紙やけん玉など共通の昔遊びに取り組んでいます。 

総合的な学習の時間や生活科，社会科等の
学習活動において，放課後まなび教室の地域
スタッフが，学習支援・協力をしています。 

引き続き児童館に行く子どもを
参加カードと児童名簿で確認し，
「時間だよ。気をつけて行っておい
で。」などと声掛けをしています。

○○神社で行われたフタバアオイの奉
納式に，地域スタッフと共に放課後まな
び教室や児童館の子どもたちも参加しま
した。そして，学校で育てたフタバアオ
イを神社の敷地に返しました。

放課後まなび教室
には，フタバアオイの
鉢植えが置かれ，地域
スタッフより葵祭り
について教えてもら
いました。

筆を使って楽しく書
くことをまなびました。
大きな文字にも挑戦し，
子どもも大人も楽しみ
ました。

児童館のお祭

りでは，おみこ

しが地域を回り

ます。地域スタ

ッフさんも温か

く見守っていま

す。
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● Ｙ校の事例

「放課後まなび教室」と「学童クラブ」機能を有する事業（「ゆうゆうクラブ」）とを緊密

な連携の下に運営する「放課後ほっと広場」が，京都市では８小学校内で実施されています。 

Ｙ校の放課後まなび教室の子どもたちの中には，放課後まなび教室で学習をした後，隣の

ゆうゆうクラブへ行く子が，数多くいます。子どもたちは，放課後まなび教室とゆうゆうク

ラブの両方が“放課後の居場所”になっていて，毎日それぞれの良さを体験しています。

【ゆうゆうクラブの教室】 【放課後まなび教室】

【放課後ほっと広場】で，両教室合同の取組を行いました。 

ゆうゆうクラブ 

一体的な実施 

放課後まなび教室 

放課後ほっと広場（Ｙ校の場合） 

【生活の場】 【学習の場】 

こちらが こちらが 

◎教室が，隣どうしになっています。 

◎ 放課後まなび教室リーディング校の指定を受け，放課後まな

び教室に「大型テレビ」を設置しました。今後，放課後まなび

教室とゆうゆうクラブの合同行事『教育映画会』を，定期的に

実施しようとしています。

両教室合同での「陶芸教室」「ぬり絵コンテスト」に 

両教室の児童が応募

「交流夏祭り」に 

両教室の児童が参加 
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1-3計 4-6計 全計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1-3計 4-6計 全計 1-3率 4-6率 全率 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

元町 3 51 46 97 9 8 6 7 2 23 9 32 45.1 19.6 33.0

上賀茂 3 305 280 585 23 22 25 4 3 1 70 8 78 23.0 2.9 13.3

柊野 3 294 320 614 23 36 59 59 20.1 9.6

大宮 3 364 391 755 18 51 13 14 10 2 82 26 108 22.5 6.6 14.3

待鳳 3 168 191 359 5 15 12 4 8 1 32 13 45 19.0 6.8 12.5

鳳徳 4 138 134 272 16 25 12 10 3 1 53 14 67 38.4 10.4 24.6 2 2

紫竹 4 137 110 247 20 28 28 3 5 2 76 10 86 55.5 9.1 34.8 10 7 6 23

鷹峯 3 98 90 188 15 28 29 15 2 2 72 19 91 73.5 21.1 48.4 5 7 13 25

紫明 3 105 103 208 20 17 20 3 4 57 7 64 54.3 6.8 30.8 6 4 2 12

紫野 4 151 100 251 22 20 28 28 9 15 70 52 122 46.4 52.0 48.6 2 2

柏野 5 63 55 118 5 9 9 5 4 1 23 10 33 36.5 18.2 28.0 2 7 4 4 2 19

楽只 3 16 24 40 3 2 3 6 1 8 7 15 50.0 29.2 37.5

衣笠 4 142 122 264 29 29 27 12 7 6 85 25 110 59.9 20.5 41.7 11 5 1 17

金閣 3 210 252 462 7 10 8 13 9 1 25 23 48 11.9 9.1 10.4

大将軍 3 88 77 165 9 8 21 10 6 38 16 54 43.2 20.8 32.7

室町 3 133 126 259 17 14 18 11 10 5 49 26 75 36.8 20.6 29.0 13 3 9 2 2 29

京極 3 83 70 153 13 13 6 7 4 32 11 43 38.6 15.7 28.1 1 1 1 3

新町 3 241 225 466 24 28 12 8 5 2 64 15 79 26.6 6.7 17.0 4 5 2 2 1 1 15

西陣中央 5 306 320 626 23 8 24 10 2 9 55 21 76 18.0 6.6 12.1 1 3 4

乾隆 3 84 93 177 12 15 13 8 5 11 40 24 64 47.6 25.8 36.2

翔鸞 3 114 108 222 4 5 4 4 4 13 8 21 11.4 7.4 9.5 3 3

仁和 3 192 186 378 18 4 21 3 4 4 43 11 54 22.4 5.9 14.3

正親 3 94 80 174 6 9 11 7 2 1 26 10 36 27.7 12.5 20.7 1 2 2 5

二条城北 4 261 263 524 22 20 23 12 2 2 65 16 81 24.9 6.1 15.5 4 5 4 1 14

御所南 3 614 642 1256 33 14 17 2 4 47 23 70 7.7 3.6 5.6

高倉 3 366 342 708 21 24 26 26 27 71 53 124 19.4 15.5 17.5

洛中 3 90 69 159 21 12 14 6 4 47 10 57 52.2 14.5 35.8 12 3 7 1 23

朱雀第一 4 258 230 488 31 30 36 9 8 2 97 19 116 37.6 8.3 23.8

朱雀第二 3 165 120 285 23 35 34 15 21 15 92 51 143 55.8 42.5 50.2 6 7 9 1 23

朱雀第三 3 164 156 320 30 12 11 12 4 1 53 17 70 32.3 10.9 21.9

朱雀第四 3 154 135 289 7 11 4 2 3 11 22 16 38 14.3 11.9 13.1

朱雀第六 3 83 98 181 11 9 15 13 5 8 35 26 61 42.2 26.5 33.7 3 2 1 6

朱雀第七 3 113 146 259 4 17 8 2 7 2 29 11 40 25.7 7.5 15.4 2 3 5

朱雀第八 4 206 187 393 33 35 25 15 6 4 93 25 118 45.1 13.4 30.0

洛央 3 298 270 568 32 39 41 22 12 8 112 42 154 37.6 15.6 27.1 3 8 4 2 17

下京渉成 3 116 135 251 11 34 19 23 26 9 64 58 122 55.2 43.0 48.6 7 4 3 5 19

醒泉 3 106 111 217 11 21 12 10 2 8 44 20 64 41.5 18.0 29.5 3 5 2 10

淳風 3 54 60 114 4 3 8 2 1 1 15 4 19 27.8 6.7 16.7

梅小路 3 130 121 251 25 35 28 22 22 15 88 59 147 67.7 48.8 58.6 5 7 5 1 18

光徳 3 124 149 273 13 6 13 4 6 1 32 11 43 25.8 7.4 15.8 2 4 6

七条 3 278 237 515 31 56 31 34 15 3 118 52 170 42.4 21.9 33.0 18 7 6 4 3 38

西大路 3 57 66 123 9 18 18 13 13 7 45 33 78 78.9 50.0 63.4 3 10 6 4 2 25

七条第三 3 203 188 391 41 33 33 27 7 3 107 37 144 52.7 19.7 36.8 22 13 9 2 1 47

開睛 3 258 277 535 27 35 18 29 3 80 32 112 31.0 11.6 20.9 3 12 3 6 24

東山泉 5 255 222 477 27 33 42 29 32 1 102 62 164 40.0 27.9 34.4

九条弘道 5 70 50 120 10 9 7 1 1 26 2 28 37.1 4.0 23.3 3 5 2 10

九条塔南 3 155 131 286 6 1 6 3 2 13 5 18 8.4 3.8 6.3

南大内 3 79 78 157 15 23 21 19 12 15 59 46 105 74.7 59.0 66.9 6 11 2 6 25

唐橋 3 254 248 502 9 4 16 5 5 2 29 12 41 11.4 4.8 8.2 4 2 2 8

凌風 3 255 241 496 19 20 29 18 3 68 21 89 26.7 8.7 17.9 3 3 3 9

吉祥院 5 281 242 523 33 29 33 20 12 4 95 36 131 33.8 14.9 25.0 7 1 1 3 12

祥栄 3 190 204 394 8 9 19 5 1 36 6 42 18.9 2.9 10.7

祥豊 3 191 195 386 12 29 20 7 2 61 9 70 31.9 4.6 18.1

上鳥羽 3 189 181 370 18 34 22 24 3 1 74 28 102 39.2 15.5 27.6

大藪 3 205 204 409 12 23 25 10 4 10 60 24 84 29.3 11.8 20.5

久世西 5 337 308 645 39 28 28 22 7 2 95 31 126 28.2 10.1 19.5

平成２８年度　放課後まなび教室実施状況一覧（平成29年1月末現在）

支
部

校　区
日
数

対象児童数（人）
【28.5.1現在】

登　録　児　童　数（人） 登録率（％） うち，学童クラブ児童登録数

北
上

北
下

上
京

中
京

下
京

東
山

南



1-3計 4-6計 全計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1-3計 4-6計 全計 1-3率 4-6率 全率 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

支
部

校　区
日
数

対象児童数（人）
【28.5.1現在】

登　録　児　童　数（人） 登録率（％） うち，学童クラブ児童登録数

明徳 5 294 291 585 30 30 42 12 15 1 102 28 130 34.7 9.6 22.2 9 7 16

岩倉南 3 414 359 773 26 43 43 12 6 1 112 19 131 27.1 5.3 16.9 15 20 16 1 1 1 54

岩倉北 3 153 146 299 24 25 26 23 20 6 75 49 124 49.0 33.6 41.5 8 6 8 22

八瀬 5 33 28 61 13 8 5 6 4 6 26 16 42 78.8 57.1 68.9 9 4 3 2 18

大原 5 17 23 40 4 6 5 9 5 3 15 17 32 88.2 73.9 80.0 1 4 4 4 1 14

市原野 4 139 146 285 6 15 20 13 3 1 41 17 58 29.5 11.6 20.4

静原 5 12 7 19 6 1 3 3 1 1 10 5 15 83.3 71.4 78.9

鞍馬 3 13 9 22 4 3 5 3 5 12 8 20 92.3 88.9 90.9

花背 5 10 10 20 4 3 3 3 2 5 10 10 20 100.0 100.0 100.0

錦林 3 292 237 529 30 39 33 16 16 102 32 134 34.9 13.5 25.3 14 9 7 2 2 34

第三錦林 3 108 119 227 16 11 10 8 8 37 16 53 34.3 13.4 23.3 3 1 2 6

第四錦林 4 150 125 275 11 24 11 9 4 46 13 59 30.7 10.4 21.5 7 17 24

北白川 3 182 144 326 19 19 7 2 3 45 5 50 24.7 3.5 15.3 1 1

養正 3 84 73 157 11 5 9 9 1 25 10 35 29.8 13.7 22.3 8 3 6 17

養徳 3 212 200 412 18 21 23 6 7 62 13 75 29.2 6.5 18.2 2 6 6 14

下鴨 3 181 177 358 28 36 24 14 3 88 17 105 48.6 9.6 29.3 7 7 5 4 23

葵 3 220 210 430 19 19 15 6 4 53 10 63 24.1 4.8 14.7 1 1

修学院 5 351 302 653 27 31 33 16 4 3 91 23 114 25.9 7.6 17.5 1 6 4 1 12

上高野 3 174 165 339 32 19 17 7 4 4 68 15 83 39.1 9.1 24.5 14 6 7 3 30

修学院第二 3 203 172 375 12 32 19 5 5 63 10 73 31.0 5.8 19.5 1 1

松ケ崎 4 172 153 325 19 24 11 7 9 54 16 70 31.4 10.5 21.5

山階 3 118 108 226 5 18 6 5 7 3 29 15 44 24.6 13.9 19.5 1 1 2

西野 3 131 129 260 12 8 12 16 23 13 32 52 84 24.4 40.3 32.3

山階南 4 332 293 625 44 50 49 25 1 143 26 169 43.1 8.9 27.0

安朱 3 96 113 209 19 23 17 25 4 2 59 31 90 61.5 27.4 43.1 4 3 3 10

鏡山 5 245 253 498 27 31 30 13 6 2 88 21 109 35.9 8.3 21.9

陵ケ岡 4 172 186 358 8 22 17 5 2 5 47 12 59 27.3 6.5 16.5

音羽 3 168 139 307 18 15 8 41 41 24.4 13.4 7 8 1 16

音羽川 3 199 216 415 29 36 30 8 8 95 16 111 47.7 7.4 26.7 7 13 12 1 33

大塚 3 288 328 616 20 25 17 17 1 62 18 80 21.5 5.5 13.0

勧修 3 211 300 511 28 27 16 9 71 9 80 33.6 3.0 15.7

小野 3 247 271 518 14 16 8 9 38 9 47 15.4 3.3 9.1 3 9 5 3 20

百々 5 299 347 646 10 20 7 8 3 37 11 48 12.4 3.2 7.4 1 1

大宅 3 324 343 667 39 36 16 13 4 1 91 18 109 28.1 5.2 16.3

嵯峨　 5 263 275 538 60 45 46 30 14 15 151 59 210 57.4 21.5 39.0 27 19 15 5 6 72

広沢 3 163 173 336 21 15 13 9 4 3 49 16 65 30.1 9.2 19.3 5 2 2 1 10

嵐山 3 200 196 396 19 24 18 5 10 6 61 21 82 30.5 10.7 20.7 5 2 1 8

宕陰 3 3 5 8 1 2 3 2 3 5 8 100.0 100.0 100.0

常磐野 5 282 282 564 19 33 27 35 16 1 79 52 131 28.0 18.4 23.2

嵯峨野 4 319 363 682 36 51 52 24 18 14 139 56 195 43.6 15.4 28.6

御室 5 147 184 331 17 37 13 25 22 18 67 65 132 45.6 35.3 39.9

宇多野 3 242 230 472 20 21 13 3 4 54 7 61 22.3 3.0 12.9 3 2 1 6

花園 3 109 112 221 16 15 17 8 2 4 48 14 62 44.0 12.5 28.1 2 1 2 5

高雄 3 47 68 115 6 9 1 1 16 1 17 34.0 1.5 14.8

京北第一 3 46 52 98 14 19 12 17 17 17 45 51 96 97.8 98.1 98.0

京北第二 3 25 32 57 9 8 7 13 9 10 24 32 56 96.0 100.0 98.2 3 1 2 6

京北第三 3 25 39 64 4 8 14 9 13 17 26 39 65 104.0 100.0 101.6 1 3 5 2 1 12

太秦 5 451 468 919 21 30 43 37 7 17 94 61 155 20.8 13.0 16.9

南太秦 3 145 153 298 4 21 19 3 4 44 7 51 30.3 4.6 17.1

安井 5 151 156 307 27 30 20 29 11 10 77 50 127 51.0 32.1 41.4 3 3 1 10 1 18

西院 4 463 432 895 35 36 26 14 6 4 97 24 121 21.0 5.6 13.5 9 9 3 21

山ノ内 4 196 204 400 33 42 32 28 7 11 107 46 153 54.6 22.5 38.3

梅津 4 262 268 530 18 32 30 16 10 6 80 32 112 30.5 11.9 21.1 2 2

梅津北 3 197 180 377 17 17 8 42 42 21.3 11.1 1 6 2 9

西京極 4 301 335 636 25 41 32 28 11 6 98 45 143 32.6 13.4 22.5

西京極西 5 122 142 264 8 11 9 7 3 3 28 13 41 23.0 9.2 15.5

葛野 4 232 235 467 34 22 17 4 3 73 7 80 31.5 3.0 17.1 8 6 5 19

左
京
北

左
京
南

山
科

右
京
北

右
京
南



1-3計 4-6計 全計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1-3計 4-6計 全計 1-3率 4-6率 全率 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

支
部

校　区
日
数

対象児童数（人）
【28.5.1現在】

登　録　児　童　数（人） 登録率（％） うち，学童クラブ児童登録数

川岡 3 251 255 506 20 57 32 10 6 2 109 18 127 43.4 7.1 25.1

川岡東 3 199 222 421 27 17 33 23 4 3 77 30 107 38.7 13.5 25.4 3 4 8 15

樫原 4 378 379 757 16 37 18 15 4 2 71 21 92 18.8 5.5 12.2

松尾 3 331 356 687 25 30 32 12 5 3 87 20 107 26.3 5.6 15.6

嵐山東 3 148 163 311 18 31 11 1 1 60 2 62 40.5 1.2 19.9 3 6 4 13

松陽 4 257 266 523 28 16 9 11 1 1 53 13 66 20.6 4.9 12.6

桂 3 149 171 320 16 15 24 55 55 36.9 17.2 2 2

桂徳 4 244 230 474 33 23 5 1 4 1 61 6 67 25.0 2.6 14.1 9 6 2 1 18

桂川 3 319 358 677 24 33 34 5 5 1 91 11 102 28.5 3.1 15.1 19 17 15 1 2 54

桂東 3 254 248 502 13 15 12 3 3 40 6 46 15.7 2.4 9.2

大枝 3 160 174 334 19 24 15 16 10 2 58 28 86 36.3 16.1 25.7 5 3 8

桂坂 3 335 379 714 28 5 9 2 1 1 42 4 46 12.5 1.1 6.4

新林 3 191 197 388 22 30 18 13 1 70 14 84 36.6 7.1 21.6 8 3 1 12

境谷 3 101 121 222 11 8 5 3 3 24 6 30 23.8 5.0 13.5

竹の里 5 73 83 156 17 4 13 8 10 2 34 20 54 46.6 24.1 34.6 9 2 5 2 18

上里 4 147 130 277 15 11 10 5 2 1 36 8 44 24.5 6.2 15.9 2 2 5 1 10

福西 5 117 112 229 9 10 16 16 3 1 35 20 55 29.9 17.9 24.0 2 3 5

大原野 5 96 112 208 12 28 20 13 6 8 60 27 87 62.5 24.1 41.8 2 6 8

深草 3 344 356 700 18 36 35 32 24 3 89 59 148 25.9 16.6 21.1 2 7 7 2 3 21

稲荷 3 82 89 171 16 10 11 7 1 37 8 45 45.1 9.0 26.3 1 1

藤ノ森 5 270 299 569 17 13 10 9 2 40 11 51 14.8 3.7 9.0 6 2 8

藤城 4 209 231 440 13 19 27 16 7 7 59 30 89 28.2 13.0 20.2 4 12 14 1 2 33

砂川 3 237 238 475 9 16 7 1 32 1 33 13.5 0.4 6.9

竹田 3 177 184 361 4 13 12 2 4 9 29 15 44 16.4 8.2 12.2 1 1

桃山 3 248 256 504 21 38 38 17 13 97 30 127 39.1 11.7 25.2 12 13 2 1 28

桃山東 3 250 204 454 34 21 34 3 6 89 9 98 35.6 4.4 21.6 7 4 5 3 19

桃山南 3 164 167 331 12 17 25 5 13 3 54 21 75 32.9 12.6 22.7 8 1 6 1 16

醍醐 3 146 196 342 11 9 8 6 1 28 7 35 19.2 3.6 10.2

小栗栖 4 73 88 161 7 13 15 17 14 6 35 37 72 47.9 42.0 44.7

小栗栖宮山 3 122 123 245 15 17 23 15 20 9 55 44 99 45.1 35.8 40.4

池田 3 123 150 273 12 18 16 8 9 1 46 18 64 37.4 12.0 23.4 4 6 3 13

池田東 3 132 104 236 15 17 6 10 38 10 48 28.8 9.6 20.3 5 3 8

春日野 3 137 152 289 6 19 14 8 7 4 39 19 58 28.5 12.5 20.1

日野 3 297 305 602 14 41 23 28 5 78 33 111 26.3 10.8 18.4 4 8 3 2 17

石田 5 68 74 142 2 2 2 4 1 4 7 11 5.9 9.5 7.7

醍醐西 3 97 118 215 6 15 15 9 4 36 13 49 37.1 11.0 22.8 4 6 8 2 20

北醍醐 4 75 87 162 15 18 10 5 1 43 6 49 57.3 6.9 30.2 9 11 1 1 22

伏見板橋 4 279 245 524 36 34 27 29 9 10 97 48 145 34.8 19.6 27.7

伏見南浜 3 259 273 532 17 34 17 33 5 6 68 44 112 26.3 16.1 21.1 3 3

伏見住吉 4 195 243 438 17 19 11 18 5 2 47 25 72 24.1 10.3 16.4

下鳥羽 4 192 222 414 16 23 23 6 3 3 62 12 74 32.3 5.4 17.9 10 10

横大路 3 109 82 191 16 14 4 3 6 1 34 10 44 31.2 12.2 23.0 9 5 1 15

納所 3 140 161 301 17 22 19 18 8 4 58 30 88 41.4 18.6 29.2 14 11 7 2 34

向島 5 111 149 260 9 15 7 7 5 31 12 43 27.9 8.1 16.5 1 1 2

向島藤の木 4 100 88 188 5 15 9 6 2 29 8 37 29.0 9.1 19.7 3 3 6

向島南 5 177 223 400 15 37 34 27 26 6 86 59 145 48.6 26.5 36.3

向島二の丸 3 90 94 184 3 15 8 4 2 1 26 7 33 28.9 7.4 17.9

二の丸北 5 36 36 72 3 9 7 12 7 19 33.3 19.4 26.4

神川 5 375 373 748 35 43 38 30 19 6 116 55 171 30.9 14.7 22.9

久我の杜 5 369 362 731 26 31 34 17 6 2 91 25 116 24.7 6.9 15.9

羽束師 5 362 407 769 57 51 25 25 16 5 133 46 179 36.7 11.3 23.3

明親 4 183 164 347 7 13 15 9 35 9 44 19.1 5.5 12.7 2 1 4 1 8

美豆 3 160 167 327 17 13 12 13 7 1 42 21 63 26.3 12.6 19.3 1 6 1 1 9

30909 31181 62090 2946 3608 3045 1954 1074 574 9599 3602 13201 31.1 11.6 21.3 469 509 378 100 51 5 1512
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参考資料② 京都市教育委員会作成教材の紹介 

教育委員会では，放課後まなび教室での子どもたちの取組を充実させることを目的と

して，オリジナルの教材を作成し，各放課後まなび教室に配布しています。これまでに

作成した教材を紹介します。

◆平成２３年度作成教材 

・計算問題集 

  放課後まなび教室で使用できる学年別の算数問題プ

リントを黄色・緑・紺色のファイルに入れて配布。

ファイルの中の原本をコピーして，宿題等が終わった

子どもたちが取り組める。

◆平成２６年度作成物 

・国語プリント 

３種類の国語プリント（「早口ことばチャレン

ジカード」「日本のうた書き写し」「ことば集めチ

ャレンジ」）を赤色のファイルに入れて配布。

計算問題集と同じく，ファイルの中の原本をコ

ピーして，宿題等が終わった子どもたちが取り組

める。
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◆平成２７年度作成物 

 京ことばカード  

１セットを配布。共通語と京ことばのセット

でカルタ取りのように遊んだり，全部裏返して

言葉合わせをして遊んだりして，京ことばに親

しむことができる。

 国語プリント 

新たな国語プリント（「京ことばに親しもう」，

「ことわざに親しもう」，「かたかなに親しもう」）

を２６年度に配布した「言葉の学習」のファイ

ルに追加。

◆平成２８年度作成物 

 がんばりカード  

データで配布。各まなび教室で大事にされている７項目と児童自身が目標にしたいもの３

項目の合計１０項目を完成し，放課後まなび教室の取組の中で児童がチェックし，スタッフ

が進捗を確認できる。

 干支のポイントカード  

データで配布。児童がより達成感を持って取り組めるよう「がんばりカード」のチェック

を基にして，シールを貼ったり色を塗ったりする。 また，干支の資料を活用して他の学習

にも発展させることができる。
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参考資料③ 放課後まなび教室ニュース 

-41-



-42-



-43-



-44-



-45-



-46-



-47-



-48-



-49-



-50-



参考資料④ 学習サポーター募集チラシ 
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参考資料⑤ 総合支援学校（小学部）在籍児童の参加についての御案内 
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参考資料⑥ 平成 28 年 4 月 全市校園長会配布資料 
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